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1 　はじめに

デスクトップメタファーを採用したパーソナルコ
ンピュータが普及し、アイコンで表現された情報をコ
ンピュータ画面の中に配置して整理することが一般的
になった。しかし、コンピュータ画面は有限であるの
で、すぐにアイコンで埋め尽くされてしまう。では、
実世界をコンピュータ画面の延長として利用したらど
うだろうか。アイコンをコンピュータ画面の外へ取り
出したり、取り出したアイコンに簡単にアクセスする
手段を提供すれば、画面よりもはるかに変化に富ん
だ、広々とした実世界にアイコンを配置して整理する
ことができる。
そこで、筆者らは、実世界にアイコンを取り出す

仕組みであるIconStickerを提案した[1]。本論文では、
IconStickerを用いた掲示や手渡しなどの直感的な操作
で、情報交換するシステムを試作したので報告する。

2　IconSticker

IconStickerは、アイコンの図柄、アイコンの名前、
機械が読める識別符号を印刷した紙片である。図1に
IconStickerの例を示す。識別符号部分（バーコード）
には、元になったアイコンを特定するための識別情報
が含まれている。バーコードリーダーで走査すれば、
コンピュータ画面でアイコンの情報を閲覧することが
できる。
IconSticker により、アイコンを、紙のアイコンと

して、画面の外に取り出し、実世界に配置することが
可能になる。IconStickerは、糊付きのラベル用紙に印
刷されるので、図2のように、ディスプレイ、プリン
タ、キーボード、電話機、印刷物、CD-ROMなど、実
世界の物に簡単に貼りつけることができる。
手ごたえのある物理的なアイコンを使ったシステ

ム[2] [3] や、バーコードの紙片をアイコンに結びつけ
るシステム[4] が、すでに提案されている。これらと

比較したIconStickerの特徴は、実世界アイコンの作成
と、それへのアクセスの方法が直感的でわかりやすい
ため、画面のアイコンの自然な拡張になっている点で
ある。この特徴について、以下で説明する。
作成のためのソフトウェア（MacOS上でのアプリ

ケーション）は、画面の左下に、「実世界への出口」ア
イコンとして存在する。利用者がここに書類やアプリ
ケーションのアイコンをドラッグ＆ドロップすると、
ディスプレイの脇のラベルプリンタが即座に
IconStickerを印刷する（図3）。これにより、IconSticker
作成操作は、あたかもアイコンを実世界に取り出すか
のような直感的な操作になっている。
IconSticker には、画面の中のアイコンと同一の図

柄、同一のアイコン名が印刷される（図1）。これによ
り、実世界のアイコンと画面の中のアイコンとの関係
が明白である。
実世界にアイコンを取り出す操作を行なっても、

実際の情報はコンピュータに残されているので、この

IconSticker: Information Exchange using Paper Icons
Itiro Siio (siio@eng.tamagawa.ac.jp),
〒194-8610 東京都町田市玉川学園6-1-1
Phone: 042-739-8413, Fax: 042-739-8858
Yoshiaki Mima (mima@trl.ibm.co.jp)
〒242 神奈川県大和市下鶴間1623-14

IconSticker: 紙アイコンによる情報交換
椎尾一郎*　美馬義亮**

*玉川大学工学部　**日本 IBM東京基礎研究所
http://siio.ele.eng.tamagawa.ac.jp/projects/iconsticker/

図1. IconStickerの例。アイコンの図柄、名前、バーコード
が28 x 89 mm のラベル用紙に印刷される。

図2. IconStickerを使って画面の外にもアイコンを並べた様
子。
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操作をアイコンの移動または複製のいずれに位置づけ
ても矛盾が生じる。そこで、本システムでは、アイコ
ンを実世界に取り出す操作は、実世界に「エイリア
ス」を作る操作であるというモデルを採用した。エイ
リアスは、Windowsのショートカット、UNIXのシン
ボリックリンクに相当するMac OS の機能である。
IconStickerを作成すると、コンピュータの内部でも、
実際にアイコンのエイリアスが作成される。エイリア
スにはタイムスタンプによりユニークな名前が付けら
れ、この名前がバーコード部分に印刷される。実際に
エイリアスが作られているので、IconSticker のバー
コードを走査した結果は、エイリアスをダブルクリッ
クで開いた結果と同一である。OSの標準機能をその
まま利用したので、操作に慣れたユーザなら、
IconStickerの動作結果を容易に理解できる。
画面の中のアイコンとIconStickerの操作を同じデ

バイスで行うことができれば、両者の存在を同列のも
のとするメンタルモデルは強化されるであろう。ま
た、バーコードの走査とマウス操作に連続性があり、
デバイスを持ち替える手間が不要という利点もある。
そこで、図4のように、ペン型マウスと、ペン型バー
コードリーダーを組み合わせたデバイスを用いてい
る。

3.　情報交換機能の実現

前の報告[1] では、主に個人利用のデスクトップメ
タファー環境を、実世界に拡張する応用を示した。頻
繁に使うアイコンのIconStickerを身近な場所に配置し
たり、電話機などの日用品に IconStickerを貼りつけ

て、それらの機能を強化することができた。
前節で紹介した最初の試作は、一台のコンピュー

タで稼働するシステムであった。次に、ネットワーク
対応版の試作もおこなった。このバージョンでは、エ
イリアスをファイルサーバに格納して、複数のコン
ピュータで同じIconStickerを扱う。Mac OSのエイリ
アスは、ネットワーク上のマシン名情報を保持してい
る。このため、IconStickerを作成したマシンとは別の
マシンでIconStickerを読み込み、サーバ上のエイリア
スを開こうとすると、ネットワーク経由でオリジナル
のファイルを開くことができる。ファイルの所有者は
OSの機能を用いて、ユーザ名、グループ名、パスワー
ドにより、アクセス制限を設定することもできる。
この試作システムにより、IconStickerを掲示板、回

覧板などに貼って情報を公開したり、IconSticker単体
または、書類、葉書などに添付して他人に渡し、情報
を配布するアプリケーションを実現できる。
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図３ . 画面内のアイコンを、「実世界への出口」アイコンに
ドラッグ＆ドロップすると、このアイコンに対応する
IconSticker が、ディスプレイ脇に置かれたラベルプリンタ
で印刷される。

図4. バーコードリーダーとメカニカルマウスが組み合わさ
れたペン型デバイス。これにより、IconSticker のバーコー
ド部分を読み取ると、元のアイコンがコンピュータディス
プレイ内で開く。


